
取扱説明書
インテリジェントＲＳ２３２Ｃ／ＲＳ４８５コンバータ

ＦＡＣ０１ＥＪ０１０

R　ＦＡＣ０１ＥＪ０１０をお買い上げ頂きありがとうございます。

・ 本製品をご使用になる前に、必ずこの取扱説明書をよくお読みください。特に、設置、取

り扱い、および操作説明などにおける指示・警告事項（  のついている説明事項）は安

全上の重要な項目です。お読みの上、正しくお使いください。

・ お読みになったあとは、いつでもみられる所に必ず保管してください。

・ 本製品を譲渡するときには、必ず本製品にこの取扱説明書を添付して次の所有者に渡して

ください。

注意
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警告表示の用語と説明

　この取扱説明書では、誤った取り扱いによる事故を未然に防ぐために以下の表示をしています。表示の意味は

次の通りです。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害の発生が想定

される内容が記載されています。

お使いになる上での注意や制限などです。誤った操作をしないために、必ずお読みください。

１． 本製品は水のかかる場所に設置しないでください。

本製品内に水が浸入した場合、機器の誤動作や、破損の原因となります。

２． 本製品を設置する場合は異物（特に金属片）が本機に侵入しないようにしてください。

本製品内に異物が侵入した場合、機器の誤動作や破損の原因となります。

３． 本製品の電源線の配線時は接続する機器の電源を切ってから、配線作業を行ってください。

破損および感電の原因となります。

４． 誤配線のないように注意してください。

機器の破損や誤動作の原因となります。

５． 濡れた手でＡＣアダプタを抜き差ししないでください。

感電の原因となります。

６． 本製品を用いて移動体や可動機器を制御する場合は機器周辺の安全確認を行ってから電源を入れてください。

けがや物的損害の原因となります。

７． 本書で指示する安全な操作法および警告に従わない場合、または仕様ならびに設置条件等を無視した場合に

は動作および危険性を予見できず、安全性を保証することができません。本書の指示に反することは絶対に

行わないでください。

１． この取扱説明書の内容については、万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きの事柄が

ありましたら、当社窓口にご一報くださいますようお願いいたします。

２． 本製品を医療機器や航空機などには使用しないでください。

もし、ご使用になる場合は当社窓口にご一報くださいますようお願いいたします。

３． 機構部品（電気部品を含む）など当社指定以外の部品を使用した場合には、動作不良および予見不可能な事

態を引き起こす恐れがあります。予備部品は必ず当社指定の部品をお使いください。

４． 保証期間内に修理依頼される時は、保証書を必ず添付してください。添付されないと保証書に記載されてい

る保証が受けられなくなります。保証内容については、保証書を参照してください。

５． 本製品を搭載した機器を輸出する場合、輸出貿易管理令に従った手続きを行ってください。本製品は戦略物

資には該当しませんが、搭載した機器が戦略物資に該当する場合、通産省の許可を必要とします。なお、本

製品は武器、化学兵器等には使用しないでください。

６． 本書の内容の一部または全部を、コピー、印刷あるいは電算機可読型式など如何なる方法においても無断で

転載することは著作権法により禁止されています。

７． 運用した結果については１項にかかわらず責任を負いかねますので、ご了承ください。

警告

注意

警告

注意
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1. 　特長

　ＦＡＣ０１ＥＪ０１０は当社の双方向無線データ通信モデムＦＲＨ－ＳＤ０４Ｔ用に開発されたＲＳ２３２Ｃ

／ＲＳ４８５コンバータです。シリアル通信のインターフェースとしてＲＳ２３２Ｃはきわめて広く採用されて

いますが、通信距離が短いという問題があり、長距離を必要とする分野やマルチドロップを必要とする分野では

ＲＳ４８５が使用されています。ＦＲＨ－ＳＤ０４ＴはＲＳ４８５インターフェースを持った無線モデムですが、

これをＲＳ２３２Ｃインターフェースを持つ機器（たとえばＰＣ）でコントロールしようとする場合に本機を使

用します。

本機は次のような特長があります。

◆インテリジェント

高速な１６ビットＣＰＵを持ち、機能をメモリレジスタで設定できます。

◆ＦＲＨ－ＳＤ０４Ｔの衝突防止機能に対応

ＦＲＨ－ＳＤ０４Ｔをマルチドロップ接続したときに複数のメッセージがライン上で衝突するのを防

止する機能があります。

◆最大伝送速度３８．４ｋｂｐｓ

ＲＳ２３２ＣラインおよびＲＳ４８５ラインともに調歩同期方式で最大３８．４ｋｂｐｓのボーレー

トに対応します。

◆マルチドロップ、長距離伝送

ＥＩＡのＲＳ４８５規格に準拠していますので、ＲＳ４８５のライン上に最大３２台のマルチドロッ

プおよび最大１２００ｍの伝送が可能です。

◆ターミネータ内蔵

ターミネータ用の抵抗を内蔵しているので、端子をショートするだけで使用できます。

◆ワイドな電源電圧

電源はＤＣ５Ｖ～３１Ｖの広範囲に対応しています。　また、ＡＣアダプタも使用できます。
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2. 　各部の名称と機能

2.1. 　インジケータ側外観

図 1：インジケータ側外観

2.2. 　スイッチパネル内部

図 2：スイッチパネル内部

2.3. 　コネクタ側外観

　　　　　　　　　　　　

図 3：コネクタ側外観

②インジケータランプ

①スイッチパネル

③取り付け用ネジ穴

⑤ロータリースイッチ

④モニター用コネクタ ⑥ディップスイッチ

⑦ＲＳ４８５接続端子

⑧ＲＳ２３２Ｃ接続コネクタ

⑪ＤＣ電源接続端子

⑩ＡＣアダプタ接続端子

⑨電源スイッチ
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2.4. 　各部の機能
① スイッチパネル

動作モードを設定するスイッチが入っています。

② インジケータランプ

動作表示用のインジケータです。

　　ＣＯ　：　通信可能な時に緑に点灯します。

　　ＳＤ　：　送信データがある時に緑に点灯します。

　　ＲＤ　：　受信データがある時に緑に点灯します。

　　ＰＷ　：　電源が投入されると赤く点灯します。

③ 取り付け用ネジ穴

本体取り付け用のネジ穴です。Ｍ３の小ねじが使用できます。

④ モニター用コネクタ

サービス用コネクタです。何も接続しないでください。

⑤ ロータリースイッチ

特殊なモード設定用のスイッチです。通常は０でお使いください。

⑥ ディップスイッチ

Ｎｏ．８はスイッチ設定有効モードとメモリ設定有効モードの切り替えを行います。

スイッチ設定有効モードでは通信パラメータを設定します。

⑦ ＲＳ４８５接続端子

ＲＳ４８５ケーブルを接続する５ピンの端子台です。

⑧ ＲＳ２３２Ｃ接続コネクタ

ＲＳ２３２Ｃケーブルを接続します。コネクタ形状はＤサブ９ピンオスです。

⑨ 電源スイッチ

無線モデム本体の電源スイッチです。上に倒すと電源がはいります。

⑩ ＡＣアダプタ接続端子

ＡＣアダプタを接続します。

⑪ ＤＣ電源接続端子

ＤＣ電源ケーブルを接続します。
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3. 　設置方法

3.1. 　ゴムシートの貼りつけ

　本体の底部４ヶ所に０．５ｍｍ程度の突起があり、机などを傷付ける恐れがありますので、必要に応じて付属

のゴムシートを貼ってください。

図 4：ゴムシートの貼りつけ

3.2. 　本体の固定

本機を固定するには専用の取り付け金具を使用します。

図 5：本体の固定

3.3. 　機器に直接固定

取り付け用ネジ穴を使用して機器に直接取り付けることもできます。

図 6：機器に固定する

ゴムシート

Ｍ４ネジ

Ｍ３ネジ

取り付け金具

Ｍ３ネジ
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・ 水、油、ほこりや異物（特に金属）が内部に入らないように注意してください。故障の原因に

なります。

・ 本機は精密電子機器です。産業用途を意識した堅牢な設計にはなっていますが、振動の多い場

所は避けて設置してください。故障の原因になります。

・ 本機は室内で使用するように設計されています。屋外で使用する場合は、防水や周囲温度に注

意し、環境特性の規格の範囲内で使用してください。

・ 機器に直接取り付ける場合は振動の多い場所への設置は避け、ケーブルなどにより本体に過大

なモーメントが加わらないようにご注意ください。本機が変形したり落下するおそれがありま

す。

・ 本機を固定するネジはＭ３－０．５で長さはネジ先端部が無線モデムの中に３～７ｍｍ入るも

のを使用してください。長すぎると内部の部品を破壊するおそれがあります。

3.4. 　電源の接続

電源はＡＣアダプタまたはＤＣ電源を使用することができます。

　　　　　　　

図 7：ＡＣアダプタを使用　　　　　　　　　　　　　　　　図 8：ＤＣ電源ケーブルを使用

・ ＡＣアダプタは専用のものを使用してください。電圧の合わないもの、容量が不足しているも

のを使用すると誤動作や故障の原因になります。

・ ＡＣアダプタは日本国内用なので交流１００ボルトの家庭用コンセント以外には接続しないで

ください。故障したり、火災の原因になります。

・ 電源の接続はコンバータおよび接続する機器の電源スイッチを切ってから作業を行ってくださ

い。破損および感電の原因となります。

・ 入力電源電圧は指定範囲（５Ｖ～３１Ｖ）内で供給してください。機器の破損や誤動作の原因

となります。

・電源は十分容量のあるものを使用してください。容量が不足すると誤動作の原因になります

・ＡＣアダプタとＤＣ電源ケーブルは同時に使用しないでください。

警告

警告

黒線（－） 赤線（＋）
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3.5. 　ＲＳ２３２Ｃケーブルの接続

通信する機器（パソコンなど）のＲＳ２３２ＣコネクタとコンバータのＲＳ２３２Ｃコネクタを、ストレート

ケーブルで接続してください。

なお、本機のＲＳ２３２Ｃコネクタは９ピンのＤＣＥ（Data Communication Equipment）仕様となっています。

図 9：ＲＳ２３２Ｃケーブルの接続

表 1：ＲＳ－２３２Ｃのピン配列

ピン番号 項目 略号 入出力 機能概要

１ キャリア検出 ＤＣＤ（ＣＤ） 出力 常時ＯＮになります。

２ 受信データ ＲｘＤ（ＲＤ） 出力 コンバータからの受信データ出力です。

３ 送信データ ＴｘＤ（ＳＤ） 入力 コンバータへの送信データ入力です。

４ 端末レディ ＤＴＲ（ＥＲ） 入力 未使用です。

５ 信号用接地 ＧＮＤ（ＳＧ） － 信号用グラウンドです。

６ モデムレディ ＤＳＲ（ＤＲ） 出力 常時ＯＮになります。

７ 受信要求 ＲＴＳ（ＲＳ） 入力 フロー制御に使用します。ＯＦＦでコンバータ

からの出力が停止します。

８ 送信要求 ＣＴＳ（ＣＳ） 出力 フロー制御に使用します。コンバータのデータ

バッファがフルになるとＯＦＦになります。

９ キャリア検出 ＤＣＤ（ＣＤ） 入力 未使用です。

表 2：電気的仕様

マーク ＯＦＦ １ －１０Ｖ

スペース ＯＮ ０ ＋１０Ｖ

図 10：ピン配置

・ 接続する機器（パソコンなど）の取り扱い説明書もあわせてお読みください。

・ ケーブルはしっかりとコネクタにさしてネジで固定してください。

・ 接続する機器によっては、信号線グラウンドとフレームグラウンドの間に電圧がかかっている場

合があります。このような場合、本機のフレームグラウンドは接続する機器のフレームグラウン

ドと接続しないでください。サージ電流により本機が破損する場合があります。

注意

警告
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3.6. 　ＲＳ４８５ケーブルの接続

ＲＳ４８５の物理インターフェースは５ピンの端子台です。接続するケーブルは使用状況に合わせて作成する

必要があります。

3.6.1. 　端子台

表 3：ピン接続

ピン番号 名称 略号 入出力 機能

１ フレームグラウンド ＦＧ ― フレーム接地です。

２ 信号用グラウンド ＳＧ ― 信号接地です。

３ データ　＋ Ｄ＋ 入出力 データの＋側入出力です。

４ データ　－ Ｄ－ 入出力 データの－側入出力です。

５ ターミネータ ＴＭ ― 内蔵の終端抵抗を使用するとき、４番ピンに接続します。

図 11：端子台寸法

3.6.2. 　接続例

図 12：結線例
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・接続する機器（ＦＲＨ－ＳＤ０４Ｔ）の取り扱い説明書もあわせてお読みください。

・ケーブルはしっかりとネジで固定してください。

・ 接続する機器によっては、信号線グラウンドとフレームグラウンドの間に電圧がかかっている場

合があります。このような場合、本機のフレームグラウンドは接続する機器のフレームグラウン

ドと接続しないでください。サージ電流により本機が破損する場合があります。

3.6.3. 　通信ケーブルの仕様

ＲＳ４８５ラインに使用する通信ケーブルはシールド付きのツイストペア線を使用してください。ケーブルが

長い場合やノイズの多い環境では特に注意が必要です。推奨するケーブルの仕様を以下に示します。

表 4：通信ケーブル仕様

項目 仕様

導体 軟銅撚り線　０．３ｍｍ２　（ＡＷＧ２２相当）

導体抵抗 ５５Ω／ｋｍ以下

絶縁体 ポリエチレン

撚りピッチ ２０回／ｍ以上

静電容量 ６０ｐＦ／ｍ以下

絶縁抵抗 １０００ＭΩ／ｋｍ以上

特性インピーダンス １００Ω（１ＭＨｚ）

シールド 錫メッキ軟導線　一括編組（編組密度８５％以上）

シース 耐熱性ＰＶＣ

3.6.4. 　敷設の注意事項

１． 端子台を使用する場合は、接続不良やゆるみ防止のため圧着端子を使用してください。

２． シールド及びツイストペアの効果を維持するため、ケーブルの端末処理はできるだけ短く行ってください。

３． フレームグラウンドを接続しているシールド線は設備の保安用アースに一点で接地してください。コンバー

タ本体がすでに保安用アースに接続されている場合は、必要に応じてプラスチックネジを使用するなどして

コンバータをアースから電気的に浮かせてください。

４． 通信ケーブルは電源線や他の信号線からできるだけ離し、同一のダクトでの配線はさけてください。モータ

などの動力機器、大型トランスなどからはできるだけ離してください。動力線と交差する場合は直交するよ

うにしてください。

５． 各機器間の信号用グラウンドは基本的には結線しますが、接地環境によっては接続しない方がノイズが軽減

する場合があります。通信エラーが発生する場合は、信号用グラウンドをはずし、効果があるか確認してく

ださい。

６． ＲＳ４８５インターフェースでマルチドロップ接続している場合、通信中はすべての無線モデムの電源を投

入してください。もし未使用の無線モデムがある場合はＲＳ４８５インターフェースのコネクタをはずして

ください。

注意

警告
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4. 　モード設定

　本機は、ディップスイッチで動作を設定する「スイッチ設定有効モード」と、内部のメモリレジスタで動作を

設定する「メモリ設定有効モード」があります。

　ディップスイッチの８番がＯＦＦのとき「スイッチ設定有効モード」、ＯＮのとき「メモリ設定有効モード」

が設定されます。

4.1. 　スイッチ設定有効モード

スイッチ設定有効モードでは、ディップスイッチのみを使用して動作パラメータの設定を行います。スイッチ

設定以外の詳細なパラメータはメモリレジスタの初期値の設定に従います。詳細な設定が必要な場合は「メモリ

設定有効モード」を使用してください。

なお、スイッチによる設定はＲＳ２３２Ｃ側とＲＳ４８５側の両方に同じ条件が設定されます。

表 5：ディップスイッチの設定内容

ＳＷ　Ｎｏ． 機能 ＳＷ　ＯＮ ＳＷ　ＯＦＦ

1 伝送 伝送レート設定表を参照してください

2 レート

3 データ長 ７ビット ８ビット

4 ストップビット長 ２ビット １ビット

5 パリティ１ あり なし

6 パリティ２ 奇数パリティ 偶数パリティ

7 衝突防止機能 衝突防止機能を使用する 衝突防止機能を使用しない

8 モード選択 メモリ設定有効モード スイッチ設定有効モード

表 6：伝送レート設定表

ＳＷ　Ｎｏ． 伝送レート

4800bps 9600bps 19200bps 38400bps

1 ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ

2 ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ

・ 初期設定は全てＯＦＦになっています。

・ 衝突防止機能を使用する場合は、接続するＦＲＨ－ＳＤ０４Ｔも適切な設定を行ってください。

・ 衝突防止機能を使用するときは同時にＣＲコード（0x0D）の定期出力も行ないます。パケット

間インターバルは１０ｍｓ固定です。

・ 衝突防止機能についてはＲＥＧ２３の説明を参照してください。

4.2. 　特殊な設定モード

次項で説明するメモリ設定有効モードでも、ロータリースイッチをＡポジションに合わせるとディップスイッ

チの設定が有効になります。このときメモリレジスタの設定はＲＥＧ２０およびＲＥＧ２２は無効となり、それ

以外はメモリレジスタの設定が有効です。

注意点として、ディップスイッチＮｏ．７の衝突防止機能はＲＥＧ２３：ビット１の設定も有効で、どちらを

「衝突防止機能を使用する」にしても衝突防止機能を使用できます。また、このときＲＥＧ２３：ビット２の設

定が有効なので、ディップスイッチＮｏ．７をＯＮしただけではＣＲコードの定期出力は行ないません。

この機能は、実際に接続する機器の通信パラメータと、設定に使用するパソコンなどの機器で通信パラメータ

が異なるような場合に、設定をやり直す手間を省くことができ、現場での作業を軽減することができます。

注意
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4.3. 　メモリ設定有効モード

4.3.1. 　メモリレジスタについて

　メモリレジスタは本コンバータの動作モードや通信パラメータを設定、記憶するレジスタです。メモリ設定有

効モードでは「スイッチ設定有効モード」に比べて詳細な設定が可能です。

　メモリレジスタは書き換え可能な不揮発性メモリで構成され、電源ＯＮの時にこの値が読み込まれ、設定され

た内容で動作を開始します。

　メモリレジスタはコマンドにより書き換え可能です。書き換え方法については「ＲＥＧコマンド」を参照願い

ます。

　メモリレジスタは設定を変更したあとでも再び工場出荷の状態に初期化することができます。初期化にはディ

ップスイッチによる方法とコマンドによる方法があります。コマンドによる方法は「ＩＮＩコマンド」を参照し

てください。ディップスイッチによる方法は以下の通りです。

　　1.ディップスイッチの８番のみＯＮの状態で電源を投入します。

　　2.電源がＯＮのままディップスイッチの８番をＯＦＦし、ＯＮします。

　　3.電源表示ランプ【ＰＷ】が緑に点滅してメモりレジスタが初期化されたことを示します。

　　4.電源を入れ直すと初期化が有効になります。

4.3.2. 　メモリレジスタの機能

　次のページからメモリレジスタの個々の機能を説明します。

表 7：メモリレジスタ一覧

レジスタ番号 機能 初期値 初期値機能

ＲＥＧ００ 機器アドレス 　　　　　０００ ０番地

ＲＥＧ０１ グローバル機器アドレス 　　　　　２４０ ２４０番地

ＲＥＧ０２ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ０３ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ０４ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ０５ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ０６ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ０７ パケット間インターバル 　　　　　０１０ １０ｍｓ

ＲＥＧ０８ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ０９ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ１０ コマンドヘッダ 　　　　　　４０Ｈ 文字　＠

ＲＥＧ１１ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ１２ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ１３ バッファデータタイムアウト 　　　　　１００ １０秒

ＲＥＧ１４ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ１５ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ１６ コマンド入力タイムアウト 　　　　　０５０ ５秒

ＲＥＧ１７ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ１８ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ１９ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ２０ ＲＳ２３２Ｃ設定１ ０００００１０１Ｂ

ＲＥＧ２１ リザーブ（未使用） 　　　　　　００Ｈ

ＲＥＧ２２ ＲＳ４８５設定１ ０００００１０１Ｂ

ＲＥＧ２３ ＲＳ４８５設定２ ００００００００Ｂ

初期値の末尾記号のＨは１６進数、Ｂは２進数、なしは１０進数です。
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ＲＥＧ００：機器アドレス　           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：０００］

・ 機器アドレスを設定します。０００～２３９の設定が可能です。

・ 本アドレスはコマンド入力時の機器識別用アドレスとして使用します。本コンバータおよびコンバータに接

続されるＦＲＨ－ＳＤ０４Ｔは、各々独自のアドレスに設定してください。

ＲＥＧ０１：グローバル機器アドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：２４０］

・ グローバル機器アドレスを設定します。２４０～２５４（１５値）の設定が可能です。

・ マルチドロップ接続された、本機を含めた全ての機器を同一のグローバル機器アドレスにすることで、複数

の機器に対して同時にコマンド入力ができます。

・ 対象となるコマンドは、ＲＳＴ、ＩＮＩ、ＲＥＧ（設定のみ）です。

ＲＥＧ０２～ＲＥＧ０６：リザーブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：００Ｈ］

　・本機では使用しません。初期値のままお使いください。

ＲＥＧ０７：パケット間インターバル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：０１０］

・ 衝突防止機能で使用するパケット間インターバルを設定します。１ｍｓ～２５５ｍｓを１ｍｓ間隔で設定で

きます。初期値は１０ｍｓです。

・ 衝突防止機能を使用しない場合は本設定は無効です。

ＲＥＧ０８～ＲＥＧ１２：リザーブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：００Ｈ］

　・本機では使用しません。初期値のままお使いください。

ＲＥＧ０１３：バッファデータタイムアウト時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：１００］

・ ハードウエアフローにて、ＲＴＳ信号のＯＦＦによりＲＳ２３２Ｃへのデータ出力停止状態が継続した場合

に、通信異常と判断しバッファの内容をクリアするタイムアウト時間を設定します。

・ ０．１秒～２５．５秒を０．１秒間隔で設定できます。設定したい時間×１０倍の値を設定してください。

初期値は１０秒です。

・ ０に設定した場合はタイムアウト処理を行いません。

ＲＥＧ１４～ＲＥＧ１５：リザーブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：００Ｈ］

　・本機では使用しません。初期値のままお使いください。

ＲＥＧ１６：コマンド入力タイムアウト時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：０５０］

・ コマンド入力時のタイムアウト時間を設定します。コマンドヘッダとそれに続くキャラクタ間、コマンドの

各キャラクタ間の両方に適用されます。

・ タイムアウトが生じるとコマンド入力待ちから通常のデータ入力待ちに遷移します。

・ ０．１～２５．５秒を０．１秒間隔で設定できます。設定したい時間（秒）×１０倍の時間を設定してくだ

さい。初期値は５秒です。

・ ０秒を設定した場合は、タイムアウト処理を行いません。

ＲＥＧ１７～ＲＥＧ１９：リザーブ　　　　  　  　 　  　　　　　　　      　　　　　［初期値：００Ｈ］

・ 本機では使用しません。初期値のままお使いください。
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ＲＥＧ２０：ＲＳ２３２Ｃ設定１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：０００００１０１Ｂ］

ビット７：データ長

表 8：データ長

0 ８ビットデータ　（初期値）

1 ７ビットデータ

ビット６：パリティビット

表 9：パリティビット

0 パリティなし　（初期値）

1 パリティあり

ビット５：偶数／奇数パリティ

表 10：パリティ

0 偶数パリティ　（初期値）

1 奇数パリティ

・ビット６でパリティなしを設定した場合は無効です。

ビット４：ストップビット

表 11：ストップビット

0 １ストップビット　（初期値）

1 ２ストップビット

ビット３～０：ボーレート設定

表 12：ボーレート

ビット３ ビット２ ビット１ ビット０ 設定

0 0 0 0 ３００ｂｐｓ

0 0 0 1 ６００ｂｐｓ

0 0 1 0 １２００ｂｐｓ

0 0 1 1 ２４００ｂｐｓ

0 1 0 0 ４８００ｂｐｓ

0 1 0 1 ９６００ｂｐｓ（初期値）

0 1 1 0 １９２００ｂｐｓ

0 1 1 1 ３８４００ｂｐｓ

1 － － － リザーブ　（設定しないでください）

ＲＥＧ２１：リザーブ　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：００Ｈ］

　・本機では使用しません。初期値のままお使いください。
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ＲＥＧ２２：ＲＳ４８５設定１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：０００００１０１Ｂ］

ビット７：データ長

表 13：データ長

0 ８ビットデータ　（初期値）

1 ７ビットデータ

ビット６：パリティビット

表 14：パリティビット

0 パリティなし　（初期値）

1 パリティあり

ビット５：偶数／奇数パリティ

表 15：パリティ

0 偶数パリティ　（初期値）

1 奇数パリティ

・ビット６でパリティなしを設定した場合は無効です。

ビット４：ストップビット

表 16：ストップビット

0 １ストップビット　（初期値）

1 ２ストップビット

ビット３～０：ボーレート設定

表 17：ボーレート

ビット３ ビット２ ビット１ ビット０ 設定

0 0 0 0 ３００ｂｐｓ

0 0 0 1 ６００ｂｐｓ

0 0 1 0 １２００ｂｐｓ

0 0 1 1 ２４００ｂｐｓ

0 1 0 0 ４８００ｂｐｓ

0 1 0 1 ９６００ｂｐｓ（初期値）

0 1 1 0 １９２００ｂｐｓ

0 1 1 1 ３８４００ｂｐｓ

1 － － － リザーブ　（設定しないでください）
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ＲＥＧ２３：ＲＳ４８５設定２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［初期値：００００００００Ｂ］

ビット７～３：リザーブ

・本機では使用しません。初期値のままお使いください。

ビット２：ＲＳ４８５衝突防止用定期出力

表 18：ＣＲコード定期出力

0 ＣＲコードの定期出力を行わない　（初期値）

1 ＣＲコードの定期出力を行う

・ ビット１と併用して衝突防止機能を使用するかどうかを設定します。

・ 本ビットを１に設定すると、パケット間インターバル（ＲＥＧ０７）終了時に自分が出力したいレスポンス

またはデータがある場合はその出力を行い、ない場合は強制的にＣＲコード（０Ｄｈ）を出力します。

・ この機能をうまく用うと、マルチドロップされた複数の無線モデムの出力タイミングをずらすことが可能で、

ＲＳ４８５ライン上のデータ衝突を防止することができます。

・ 使い方は、マルチドロップされているすべての無線モデムのＲＥＧ２３：ビット１を１に設定し、パケット

間インターバルを１．５バイト以上（スタート、ストップビットを含みます）の時間間隔ですべて異なるよ

うに設定し、最長のインターバルを設定した無線モデムの本ビットを１に設定します。

ビット１：ＲＳ４８５衝突防止

表 19：衝突防止機能

0 衝突防止機能を使用しない　（初期値）

1 衝突防止機能を使用する

・ ビット２と併用して衝突防止機能を使用するかどうかを設定します。

・ 無線モデムがレスポンスまたは受信データを出力しようとした場合、パケット間インターバル（ＲＥＧ０７）

終了時にラインがあいている場合のみ出力を行います。ラインがあいていない場合はラインが空くのを待っ

て再度インターバルの測定を開始します。

・ １を設定すると、他の無線モデムが何らかのデータをＲＳ４８５ライン上に出力しインターバル時間の測定

を開始しない限りデータの出力を行うことはできません。この問題を解除する目的でビット２を使用します。

ビット０：グローバルコマンドレスポンス

表 20：グローバルコマンドレスポンス

0 グローバルコマンドに対しＰ０レスポンスを返さない　（初期値）

1 グローバルコマンドに対しＰ０レスポンスを返す

・ グローバルコマンド（アドレス２４０～２５４に対するコマンド）に対してＰ０レスポンス（送信コマンド

ではＰ１）をターミナルに返すかどうかを設定します。
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5.  　コマンド

　本コンバータはＦＲＨ－ＳＤ０４Ｔと類似したコマンド方式を採用しています。コマンドによりメモリレジス

タの参照、設定、リセットなどが可能です。

5.1. 　コマンドの使用方法

1. コンバータにコマンドを入力する場合、通常のデータと区別するためにコマンドの先頭にコマンド認識用の

ヘッダ（コマンドヘッダ）１バイトを付加します。コマンドヘッダは初期値として“＠”（４０Ｈ）が設定

されていますが変更することが可能です。

2. コマンドはアルファベットの大文字（Ａ～Ｚ）で入力してください。小文字（ａ～ｚ）はコマンドとして認

識しませんのでご注意ください。

3. また、コマンド終結用に２バイトのターミネータを使用します。ターミネータには、“ＣＲＬＦ”（０ＤＨ：

キャリッジリターン＋０ＡＨ：ラインフィード）を使用します。

4. コンバータはコマンドを認識するとコマンド処理を実行し、終了後にターミナルにレスポンスを返します。

5. コンバータへのコマンドは並行してＲＳ４８５ラインに出力されます。従って接続されているＦＲＨ－ＳＤ

０４Ｔの自局アドレスとコンバータのアドレスはそれぞれ独自のアドレスを設定してください。

コマンドの例を示します。

　＞＠ＲＳＴ０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ コンバータ（アドレス０００）をリセットします。

　＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 正常終了のレスポンスが返ります。

　＞＠ＶＥＲ０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ バージョンを読み出します。

　＜Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　１．０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ レスポンスが返ります。

5.2. 　コマンドの機能
　次のページから個々のコマンドの機能を解説します。文中で使用される記号の意味は次の通りです。

　　＞ 　 ：ターミナルから無線モデムへの入力を示します。

　　＜ 　 ：無線モデムからターミナルへの出力を示します。

　　＠ 　 ：コマンドヘッダを示します。

　　Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ：ターミネータ（キャリッジリターン＋ラインフィード）を示します。

　　［　］ 　 ：カッコ内のデータを入力することを示します。必ず入力します。

　　（　） 　 ：カッコ内のデータを入力することを示します。省略することも可能です。
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ＡＲＧ　：　全メモリレジスタの参照                                  

【フォーマット】

ＡＲＧ［機器アドレス］

機器アドレス：０００～２３９

【レスポンス】

設定一覧表示（ＲＥＧ００～ＲＥＧ２３）

【機能】

　・すべてのメモリレジスタ（２４個）の内容を参照します。

【使用例】

＞＠ＡＲＧ０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ   全メモリレジスタの内容を参照します

＜ＲＥＧ００：００ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ レジスタの内容が００より連続して出力します。

＜ＲＥＧ０１：００ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 参照値はＨＥＸコードで出力します。

＜ＲＥＧ０２：００ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ

＜ＲＥＧ０３：００ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ

　　・

　　・

　　・

 ＜ＲＥＧ２２：０５ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ

＜ＲＥＧ２３：００ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ
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ＢＣ２　／　ＢＣ４　：　エラーカウンタのリセット 　　　　　　　　                             

【フォーマット】

ＢＣ２［機器アドレス］　　（ＲＳ２３２Ｃラインに対し）

ＢＣ４［機器アドレス］　　（ＲＳ４８５ラインに対し）

機器アドレス ：０００～２３９

【レスポンス】

Ｐ０ ：正常終了

【機能】

　・通信エラー監視用コマンドです。

　・エラーカウンタをリセットし、バッファの内容をクリアします。

【使用例】

＞＠ＢＣ２０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ＲＳ２３２Ｃラインのエラーカウンタをリセットします。

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 正常終了。
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ＥＣ２　／　ＥＣ４　：　受信エラー数の出力  　　　　　　　　　　　　　                              

【フォーマット】

ＥＣ２［機器アドレス］　　（ＲＳ２３２Ｃラインに対し）

ＥＣ４［機器アドレス］　　（ＲＳ４８５ラインに対し）

機器アドレス ：０００～２３９

【レスポンス】

ＦＥ＝ＸＸＸ ：フレーミングエラー数

ＰＥ＝ＸＸＸ ：パリティエラー数

ＯＥ＝ＸＸＸ ：オーバーランエラー数

【機能】

　・通信エラー監視用コマンドです。

　・リセット以後の受信エラー数を出力します。

　・０００～２５５まで表示しますが、２５５を超えた場合は一度０００に戻りカウントを続けます。

【使用例】

　・ＲＳ２３２Ｃラインの場合

＞＠ＥＣ２０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ

＜ＥＲＲ－２３２　ＦＥ＝０００　ＰＥ＝０００　ＯＥ＝０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ

　・ＲＳ４８５ラインの場合

＞＠ＥＣ４０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ

＜ＥＲＲ－４８５　ＦＥ＝０００　ＰＥ＝０００　ＯＥ＝０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ
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ＩＮＩ　：　全メモリレジスタの初期化                                                    

【フォーマット】

ＩＮＩ［機器アドレス］

局アドレス：０００～２５５

【レスポンス】

Ｐ０ ：正常終了

【機能】

　・コンバータのメモリレジスタの全内容を工場出荷時の状態にします。

【使用例】

＞＠ＩＮＩ０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 全メモリレジスタを初期化します。

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 正常終了。

【注意事項】

　・本コマンドを実行した場合、変更されたレジスタの内容はすべて失われます。

　・Ｐ０レスポンスは初期化後の通信パラメータで出力されます。
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ＲＥＧ　：　メモリレジスタの参照・設定                                                 

【フォーマット】

ＲＥＧ［レジスタ番号］（：設定値）；［機器アドレス］

レジスタ番号 ：レジスタ番号（００～２３）を入力します。

設定値　　　 ：設定したい値を入力します。

（２進数は８桁で末尾にＢ、１０進数は３桁で末尾なし、１６進数は２桁で末尾にＨ

を付けて入力します。）

機器アドレス　 ：０００～２５５（設定の時）

：０００～２３９（参照の時）

【レスポンス】

ｘｘＨ ：現在の設定値　（参照時）

Ｐ０ ：正常終了（設定時）

Ｎ４ ：メモリレジスタ書き込みエラー

【機能】

　・メモリレジスタの参照および設定を行います。

　・設定値を省略した場合は現在の設定値を参照できます。

【使用例】

＞＠ＲＥＧ００；０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ メモリレジスタ００の内容を参照します。

＜０１ＨＣ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 現在の設定値（０１Ｈ）が出力されます。

＞＠ＲＥＧ０７：０２Ｈ；０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    メモリレジスタ００の内容を０２Ｈに設定します。

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 正常終了。

＞＠ＲＥＧ１５：１００；０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ    １０進数の設定例です。

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 正常終了。

＞＠ＲＥＧ２０：０００００１１１Ｂ；０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ ２進数の設定例です。

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ 正常終了。

【注意事項】

・ レジスタの書き換えは連続して行うことが可能ですが、書き換えを行った場合は、設定を有効にするために、

電源の再投入またはＲＳＴコマンドによりソフトウェアリセットを行ってください。

・ メモリレジスタの書き換え中はレスポンスが出力されるまで電源を切らないでください。メモリの内容が破

損する場合があります。

・ メモリレジスタ書き込みエラーのレスポンスが出力された場合は、メモリレジスタの初期化後、再設定を行

ってください。

・ スイッチ設定有効モードではメモリレジスタの参照・設定は可能ですが、動作には影響しません。
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ＲＳＴ　：　リセット                                                                      

【フォーマット】

ＲＳＴ［機器アドレス］

機器アドレス：０００～２５５

【レスポンス】

Ｐ０ ：正常終了

【機能】

・ コンバータを電源ＯＮの状態に、ソフトウェアリセットします。

・ ただし、本コマンド入力前にメモリレジスタの内容を書き換えた場合には、書き換え後の設定が有効になり

ます。

【使用例】

＞＠ＲＳＴ０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ リセットを行います。

＜Ｐ０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ     正常終了。



R Ti98-004-0　第２版

24

ＶＥＲ　：　バージョン情報

【フォーマット】

ＶＥＲ［機器アドレス］

機器アドレス ：０００～２３９

【レスポンス】

バージョン表示

【機能】

　・コンバータのプログラムバージョンを読み出します。

【使用例】

＞＠ＶＥＲ０００Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ バージョン情報を読み出します。

＜Ｐｒｏｇｒａｍ  Ｖｅｒｓｉｏｎ  １．０Ｃ
Ｒ
Ｌ
Ｆ プログラムバージョンは１．０です。
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6. 　製品仕様
　１．ＲＳ２３２Ｃインターフェース

物理インターフェース ：Ｄサブ９ピンオスコネクタ

インターフェースモード ：ＤＣＥモード

通信方式 ：調歩同期方式　全２重

通信パラメータ ：ボーレート 　３００／６００／１２００／２４００／４８００

　９６００／１９２００／３８４００ｂｐｓ

：フロー制御 　ハードウエアフロー

：データ長 　７ビット／８ビット

：ストップビット　１ビット／２ビット

：パリティ 　偶数／奇数／なし

　２．ＲＳ４８５インターフェース

物理インターフェース ：５ピン端子台　　ピッチ７．６２ｍｍ　取り付けネジＭ３

通信方式 ：調歩同期式　 　半２重

通信パラメータ ：ボーレート 　３００／６００／１２００／２４００／４８００

　９６００／１９２００／３８４００ｂｐｓ

：フロー制御 　なし

：データ長 　７ビット／８ビット

：ストップビット　１ビット／２ビット

：パリティ 　偶数／奇数／なし

衝突防止機能 ：ＦＲＨ－ＳＤ０４Ｔの衝突防止機能に対応

　３．電源

電源電圧 ：ＤＣ５Ｖ～３１Ｖ

消費電流 ：２００ｍＡ以下（１０Ｖ）

　４．環境特性

動作温度 ：－１０～＋５０℃

保存温度 ：－２０～＋６０℃

使用湿度 ：９０％ＲＨ以下（結露なきこと）

保存湿度 ：９０％ＲＨ以下（結露なきこと）

耐塵性 ：ＪＩＳ－Ｄ－０２７－１９７７　Ｆ２

耐振動性　　　　　　 ：ＪＩＳ－Ｄ－１６０１　３種　Ａ類　段階４５

耐衝撃性　　　　　 ：ＪＩＳ－Ｃ－００４１　（５００ｍ／ｓ２）

　５．その他

インジケータ　　　　 ：２色発光（赤／緑）ＬＥＤ４ケ（回線接続、送信、受信、電源表示）

メモリレジスタ ：書き換え可能回数　約１０万回

ケース材質 ：アルミ板金（黒色アルマイト処理）

外形寸法　　　　　　 ：１４５（Ｗ）×９４（Ｄ）×２７（Ｈ）　ｍｍ

重量　　　　　　 ：約２００ｇ
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7. 　外観寸法
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故障修理依頼される時は

・ 長くご愛用の結果、または突発的な事故および自然故障などのトラブルによ

り故障修理を依頼される場合は、その故障状況をできるだけ詳しくレポート

してください。修理箇所のポイントを早く確実に知ることができますので、

修理期間が短くなります。

・ 機器に手を加えたり、分解したりしないでください。

＊ 仕様及び外観は、改良のため予告なく変更する事がありますのでご了承願い

ます。

＊ 本製品を無断改造でご使用になりトラブルが発生した場合、弊社では責任を

負いかねますのでご了承願います。

不明な点は下記へお問い合わせください。

■ 無線機器グループ産業機器営業ユニット　〒299-4395　千葉県長生郡長生村薮塚1080

 TEL (0475)32-6173 FAX (0475)32-6179

■ 無線機器グループ技術第２ユニット 　　　〒299-4395　千葉県長生郡長生村薮塚1080

 TEL (0475)32-6021 FAX (0475)32-3514

■ホームページアドレス　http://www.futaba.co.jp


